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1 ．はじめに
　この度私は，海外選択制臨床実習制度を利用しアメリカのCincinnati Children’s Hospitalで実習をしてき
ました。現地での １ か月間は本当にあっという間で，アメリカと日本の雰囲気の違いを肌で感じながら過ご
すことができ，とても刺激的でした。この報告書がこれから海外での実習を考えている方の参考になれば幸
いです。
2 ．海外実習を志望した理由
　海外臨床実習制度そのものについては入学当初から知っており，その当時から漠然と海外で実習をしてみ
たいという気持ちはありましたが，学年が進むにつれて先生方の海外での研究活動のお話しを伺う機会が増
え，ますますその思いが高まりました。さらに自分の英語がどこまで通じるのか試してみたいという思いも
ありアメリカでの実習を希望しました。
３ ．実習までの準備
　実習先の選定や誰がどこに行くかの話し合いは ５ 年生の夏ごろから始まり，秋の終わりにはどこの病院に
行くか決定していたと思います。 ５ 年生の冬には現地の担当者と連絡を取り合い，渡航に必要な書類や実習
の受け入れの書類を準備しました。また，それと同時に週末の旅行の計画も立て航空券や宿泊するホテルの
予約も進めていきました。
４ ．実習について
　私はCardiologyの分野で １ か月間実習させていただきました。 １ か月間のスケジュールは現地のスタッフ
が組んで下さっており，朝のカンファレンスなどはその日の都合に合わせて自由に参加する形式でした。主
に一週間単位で何を実習するか決められており，最初の ２ 週間は外来診療で ３ 週目はカテーテル治療見学，
4 週目は病棟実習でした。実習開始直後は現地の方々の会話を聞き取るのに苦労しましたが，耳が慣れてく
る頃には聞き取れなかったところや理解が曖昧な内容など，分からないところは積極的に質問するように心
がけていました。現地の先生方やスタッフの皆さんは常に私たちに困ったことがないか気を配ってくださっ
ていたので不安なく １ か月間の実習を終えることができました。
５ ．現地の暮らし
　私たちは現地にいる間，病院の所有するシェアハウスに滞在していました。部屋とシャワー室は各人に与
えられているのですが，キッチンは共同でした。またハウス内にはテレビやビリヤード台，ラウンジもあり
ます。毎週木曜日にはホームパーティが開かれており，各国から集まった他の住人たちと交流する機会もあ
りました。年齢も国籍も違う人たちが一堂に会し料理を囲む機会は滅多にないチャンスであり，とても貴重
で楽しい時間を過ごすことができました。
６ ．その他
　アメリカの医療現場では，医師・看護師・栄養士・心理士がそれぞれの専門領域にプライドと責任を持
ち，お互いを尊重しながらチーム医療を行っていたことが印象的でした。また大病院ならではのシステムな
のかもしれませんが，医師の役割分担も明確化されており外来で診察する先生と心臓エコーを行う先生，エ
コーを読む先生がすべて違う先生でした。エコーを判読した結果のみを診察した先生にフィードバックする
という形を取っていました。外来でとった心臓エコーの画像がすべて集まる部署があったことには驚きまし
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た。
　入院病棟では昨日から今日にかけての経過をチームにプレゼンする役目は必ずしもレジデントではなく
ナースや医学生も行っていました。私と年齢の変わらない現地の医学生が複数の症例を受け持ち，堂々とプ
レゼンを行っている姿はアメリカの医学生のレベルの高さを窺い知ることができました。
7 ．最後に
　今回，実際にアメリカの臨床の現場で実習することによって感じたことや考えたことは日本にいるだけで
は得ることのできない貴重な財産であると思います。最後になりましたが，受け入れ先を斡旋して下さった
小児科の市田先生をはじめ学務課や保健管理センターのスタッフの方々に深く感謝いたします，ありがとう
ございました。
